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は
じ
め
に
―
『
玉
藻
前
物
語
』
の
内
容
―

　
『
玉
藻
前
物
語
』
は
、
玉
藻
前
と
い
う
美
女
に
化
け
る
妖
狐
を
語
る
室

町
物
語
で
あ
る
。
初
め
に
荒
筋
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。

　

鳥
羽
院
の
寵
愛
を
一
身
に
集
め
る
玉
藻
前
と
い
う
美
女
が
い
た
。
し
か

し
、
鳥
羽
院
の
健
康
に
異
常
が
生
じ
る
。
陰
陽
師
の
泰
成
は
、「
玉
藻
前

の
正
体
は
二
尾
の
狐
で
、
仁
王
経
に
お
け
る
天
竺
班
足
王
が
祀
っ
た
塚
の

神
で
あ
り
、
震
旦
に
お
い
て
は
、
周
の
幽
王
の
后
と
な
っ
て
王
の
命
を
滅

ぼ
し
た
。
そ
の
狐
は
今
日
本
に
来
て
い
る
。
そ
れ
が
玉
藻
前
で
あ
る
」
と

見
抜
い
た
。
院
は
泰
成
の
話
を
信
用
し
な
か
っ
た
が
、
泰
山
府
君
の
祭
り

を
行
う
時
に
玉
藻
前
は
姿
を
消
し
、
鳥
羽
院
の
病
気
の
原
因
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
玉
藻
前
の
正
体
で
あ
っ
た
二
尾
狐
は
三
浦
介
と
上
総
介
に

射
殺
さ
れ
、
死
骸
は
宇
治
の
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
る
。
狐
の
腹
か
ら
仏
舎
利

が
出
た
の
で
、
こ
れ
を
鳥
羽
院
に
進
上
し
た
。
額
に
は
昼
夜
照
ら
す
白
い

玉
が
あ
り
、
こ
の
玉
は
三
浦
介
の
所
有
と
な
っ
た
。
尾
先
に
は
赤
白
二
本

の
針
が
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
赤
針
は
上
総
介
が
も
ら
い
、
白
針
は
頼
朝
に

渡
さ
れ
た
。
頼
朝
は
こ
の
針
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
謀
叛
を
起
こ
し
、

平
家
を
倒
し
た
。

一
、『
玉
藻
前
物
語
』
の
先
行
研
究

　
『
玉
藻
前
物
語
』
の
名
が
見
え
る
最
も
早
い
例
は
、
川
島
朋
子
氏
が
指

摘
す
る
よ
う
に
『
看
聞
日
記
』
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
五
月
七
日
条
の

『
玉
藻
物
語
』
の
記
録
で
あ
る（

（
（

。
現
存
本
の
書
写
年
代
で
は
、
文
明
二
年

（
一
四
七
〇
）
に
写
し
た
赤
木
文
庫
旧
蔵
写
本
が
最
古
の
伝
写
本
で
あ
る
。

よ
っ
て
、『
玉
藻
前
物
語
』
は
一
五
世
紀
半
ば
に
は
既
に
流
布
し
て
い
た

と
大
島
由
紀
夫
氏
は
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。

『
玉
藻
前
物
語
』
考

─
中
国
文
学
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
─

呉　
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『
玉
藻
前
物
語
』
現
存
本
以
前
の
伝
承
に
つ
い
て
、
藤
沢
衛
彦
氏
は
、

玉
藻
前
伝
承
に
言
及
し
た
古
典
の
中
で
、
一
四
世
紀
末
に
形
成
が
始
ま
り
、

一
五
世
紀
前
半
に
完
成
し
た
『
神
明
鏡（

（
（

』
が
最
も
古
い
と
指
摘
す
る（

（
（

。
美

濃
部
重
克
氏
は
、
佐
原
義
連
の
苗
裔
の
狐
神
信
仰
と
関
係
す
る
「
原
玉
藻

前
物
語
」
先
行
を
想
定
す
る（

（
（

。
中
村
禎
里
氏
は
、『
神
明
鏡
』
の
作
者
が
、

既
存
の
説
話
を
省
略
・
短
縮
し
た
結
果
で
あ
り
、『
神
明
鏡
』
以
後
に
修

飾
や
追
加
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
す
る（

（
（

。『
看
聞
日

記
』
永
享
五
（
一
四
三
三
）
年
五
月
七
日
条
の
『
玉
藻
物
語
』
と
現
存
す

る
『
玉
藻
前
物
語
』
と
の
間
に
、
内
容
の
上
で
ど
の
程
度
の
距
離
が
あ
る

の
か
は
不
明
だ
が
、
一
五
世
紀
前
半
に
完
成
し
た
『
神
明
鏡
』
の
記
述
に

は
、
現
存
す
る
『
玉
藻
前
物
語
』
の
諸
要
素
が
ほ
ぼ
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

一
五
世
紀
前
半
に
は
、『
玉
藻
前
物
語
』
の
大
体
の
形
が
成
立
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
諸
本
に
つ
い
て
は
、
松
本
隆
信
氏
が
、
七
系
統
と
し
て
分
類
し

た（
（
（

。
川
島
朋
子
氏
は
さ
ら
に
新
し
い
テ
キ
ス
ト
を
補
充
し
て
、
二
九
の
伝

本
を
Ａ
～
Ｈ
の
九
種
類
に
再
整
理
し
た（

（
（

。
さ
ら
に
、
伊
藤
慎
吾
氏
は
、
川

島
朋
子
氏
の
指
摘
さ
れ
る
現
存
諸
本
以
外
に
、
真
字
本
『
玉
藻
の
草
紙
』

の
存
在
を
指
摘
す
る（

（
（

。
本
稿
で
は
、
基
本
的
に
、
従
来
の
研
究
で
最
古
態

本
と
さ
れ
て
い
る
根
津
美
術
館
本
に
よ
り
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
諸

本
も
参
照
す
る
。

　

次
に
そ
の
内
容
分
析
に
関
し
て
、
美
濃
部
重
克
氏
は
、
狐
神
が
「
王
法

の
側
に
立
つ
」
と
「
王
法
に
敵
す
る
」
の
二
面
性
を
持
つ
も
の
と
捉
え
ら

れ
て
い
る
と
し
、
台
密
系
の
狐
観
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
と

指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
玉
藻
前
の
王
法
の
危
機
と
そ
の
護
持
の
主
題
が
保

元
の
乱
か
ら
頼
朝
挙
兵
に
至
る
乱
世
の
時
代
を
歴
史
の
上
で
指
向
し
て
お

り
、
か
つ
源
氏
の
力
に
よ
る
王
法
（
秩
序
）
の
回
復
を
是
と
し
、
そ
れ
を

祝
福
す
る
思
想
性
が
そ
こ
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
同
氏

は
、
玉
藻
前
の
ダ
キ
ニ
天
的
性
格
を
も
指
摘
す
る（

（1
（

。
中
村
禎
里
氏
は
、『
玉

藻
前
物
語
』
は
中
国
か
ら
伝
来
し
日
本
中
央
部
で
も
か
な
り
流
行
し
た
妖

狐
伝
承
と
、
中
世
日
本
に
お
い
て
始
ま
っ
た
辰
狐
信
仰
、
東
国
武
士
が
霊

力
あ
る
狐
を
退
治
し
た
功
名
譚
、
お
よ
び
そ
れ
に
違
和
感
を
持
つ
在
地
の

狐
信
仰
の
伝
承
が
複
合
し
て
形
成
さ
れ
た
と
す
る（

（1
（

。
高
島
一
美
氏
は
、『
玉

藻
前
物
語
』
諸
本
を
比
べ
て
、「
王
法
の
威
徳
」、「
頼
朝
開
幕
」
の
物
語

結
末
（
殺
生
石
話
抜
き
）
の
違
い
は
、『
玉
藻
前
物
語
』
テ
キ
ス
ト
の
作

品
主
題
の
違
い
で
あ
る
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
浜
中
修
氏
は
、
玉
藻
前
の
正
体
は

ダ
キ
ニ
天
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
淫
心
を
鎮
め
て
仏
道
を
成
就
す
る
如
意
輪

観
音
の
性
格
と
、
豊
穣
神
・
福
徳
神
と
い
う
稲
荷
神
の
性
格
が
見
え
る
と

し
、
ま
た
、
頼
朝
が
ダ
キ
ニ
天
の
遺
宝
を
入
手
す
る
こ
と
で
権
力
を
手
に

し
た
と
す
る
本
作
品
は
、
ダ
キ
ニ
天
の
遺
宝
を
権
力
の
内
部
に
抱
え
る
こ

と
で
、
王
権
・
武
権
双
方
に
と
っ
て
、
多
分
に
毒
を
含
ん
だ
王
権
の
物
語

と
な
っ
た
と
も
述
べ
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
で
は
、
玉
藻
前
の
仏
教
的
性
格
お
よ
び
王

権
と
の
関
わ
り
を
分
析
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、『
玉
藻
前
物

語
』
に
お
け
る
中
国
文
学
的
要
素
に
関
す
る
先
行
研
究
は
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
は
玉
藻
前
と
妲
己
・
褒
姒
の
妖
狐
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
玉
藻

前
の
説
話
が
『
武
王
伐
紂
書
』、
或
い
は
古
注
千
字
文
の
影
響
を
受
け
、
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九
尾
の
狐
の
妲
己
が
、
日
本
で
玉
藻
前
に
な
っ
た
と
す
る
説
が
、
美
濃
部

重
克
氏
な
ど
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
、
美
濃
部
氏
は
「
玉

藻
前
」
が
中
国
で
の
前
生
と
し
て
褒
姒
を
掲
げ
る
の
も
、
あ
る
い
は
「
平

家
物
語
」
の
褒
姒
説
話
の
知
名
度
を
利
用
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と

も
指
摘
す
る（

（1
（

。

　

妖
狐
の
玉
藻
前
が
王
の
命
を
奪
お
う
と
し
、
国
を
滅
ぼ
そ
う
と
す
る
部

分
は
『
平
家
物
語
』
に
見
ら
れ
な
い
。
筆
者
も
、
こ
の
展
開
は
中
唐
以
後

の
妲
己
妖
狐
譚
、
特
に
元
時
代
以
後
の
中
国
講
史
小
説
に
詳
し
く
描
か
れ

て
い
る
よ
う
な
、
君
主
を
魅
惑
し
、
国
家
を
顛
覆
す
る
妖
狐
妲
己
と
の
関

わ
り
を
無
視
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　

だ
が
、
褒
姒
・
妲
己
妖
狐
説
に
関
す
る
も
の
以
外
に
、
中
国
文
学
の
影

響
を
論
じ
て
き
た
研
究
は
少
な
い
。
物
語
の
全
体
に
つ
い
て
、
美
濃
部
重

克
氏
は
、「
男
主
人
公
が
変
化
の
も
の
に
精
気
を
奪
わ
れ
て
ゆ
く
と
い
う

と
こ
ろ
が
怪
婚
譚
に
、
狐
女
房
が
退
治
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
怪
物
退
治
譚
に
、

と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
、志
怪
小
説
的
な
物
語
に
変
貌
し
て
し
ま
っ
て
い
る
」

と
指
摘
し
、
ま
た
、
中
村
禎
里
氏
は
、
京
を
舞
台
と
す
る
部
分
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
中
国
の
褒
姒
説
話
な
ど
の
妖
狐
譚
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘

す
る
が
、
そ
れ
以
上
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
や
は
り
不
十

分
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
、
最
後
に
狐
の
死
骸
か

ら
出
た
三
種
の
宝
物
、
特
に
、
白
い
玉
の
正
体
を
詳
し
く
検
討
し
、
中
国

文
学
の
『
玉
藻
前
物
語
』
へ
の
影
響
を
考
え
た
い
。
だ
が
、そ
の
前
に
、「
陪

臣
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
、
陪
臣
と
狐
媚

　
『
玉
藻
前
物
語
』
で
は
、
安
倍
泰
成
が
玉
藻
前
の
正
体
を
報
告
す
る
時
、

班
足
王
と
塚
神
の
話
の
続
き
に
、「
世せ

せ々

生し
や
う

々し
や
うを
経ふ
る

と
も
、
野や

干か
ん

の
身み

を

う
け
て
、
仏
法
繁
昌
の
国
々
に
化け

現け
ん

し
て
、
或あ
る
いは

后
女
采
女
の
身
と
な
り
、

侍
女
倍（
マ
マ
）臣

の
類た
く
いと

成な
り

て
、
龍れ
う

顔か
ん

に
近
付
奉
り
て
、
仏
法
を
滅
さ
ん
と
誓ち
か
へけ

り
」（
根
津
美
術
館
本
よ
り（

（1
（

。
な
お
、「
陪
臣
」
は
赤
木
文
庫
本
・
国
会
図

書
館
本
な
ど
に
「
ば
い
し
ん
」、
常
在
院
本
「
て
い
し
ん
」
な
ど
）
と
い

う
玉
藻
前
の
前
生
を
述
べ
る
文
が
あ
る
。
こ
の
部
分
は
褒
姒
に
言
及
す
る

文
の
直
前
に
あ
る
。

　

狐
が
美
女
に
化
け
る
こ
と
、
或
い
は
美
女
を
狐
に
例
え
る
こ
と
は
『
玉

藻
前
物
語
』
以
前
の
日
中
の
古
典
に
は
珍
し
く
な
い
。
狐
が
男
性
に
化
け

る
の
も
中
国
の
狐
の
説
話
に
は
普
通
に
見
ら
れ
る
。
日
本
古
典
で
は
、
男

性
に
化
け
る
狐
の
例
は
少
な
い
が
、
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、

陪
臣
、
あ
る
い
は
君
主
の
近
く
に
い
る
政
治
を
操
る
重
臣
を
狐
に
擬
え
て

と
ら
え
る
こ
と
は
、
日
本
古
典
で
は
非
常
に
見
つ
け
に
く
い
。
一
方
、
中

国
古
典
に
は
、
狐
と
陪
臣
と
の
関
わ
り
の
あ
る
話
は
い
く
つ
か
見
出
せ
る
。

『
晋
書
』
巻
一
〇
五
載
記
第
五
「
石
勒
」
下
で
は
、
後
趙
の
皇
帝
で
あ
る

石
勒
の
言
葉
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、「
大
丈
夫
行
事
當
礌
礌

落
落
、
如
日
月
皎
然
、
終
不
能
如
曹
孟
德
・
司
馬
仲
達
父
子
、
欺
他
孤
兒

寡
婦
、
狐
媚
以
取
天
下
也（

（1
（

」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
男
が
事
を
処
理
す
る

時
に
は
、
日
月
の
よ
う
に
光
っ
て
明
る
い
さ
ま
で
磊
落
で
あ
る
べ
き
、
曹

孟
徳
・
司
馬
仲
達
父
子
の
よ
う
に
、
幼
い
天
子
と
弱
い
女
性
を
軽
視
し
、
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狐
媚
で
天
下
を
奪
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
主
君
を
裏
切
っ
た

曹
操
と
司
馬
懿
を
狐
媚
と
同
様
に
見
る
。『
旧
唐
書
』巻
五
三
列
伝
第
三「
李

密
」
に
は
、
祖
君
彦
が
隋
王
朝
を
討
伐
す
る
た
め
、
李
密
の
代
わ
り
に
書

い
た
『
為
李
密
檄
洛
州
文
』
が
見
ら
れ
る
。
彼
は
「
隋
氏
往
因
周
末
、
預

奉
綴
衣
、
狐
媚
而
図
聖
寶
、
胠
篋
以
取
神
器（

（1
（

」
と
い
う
言
葉
で
、
隋
王
朝

の
政
権
の
不
当
性
を
述
べ
る
。
元
々
の
北
周
皇
室
の
外
戚
で
あ
っ
た
今
の

隋
王
朝
の
楊
氏
、
昔
は
北
周
末
の
衰
え
と
い
う
機
に
乗
じ
て
、
君
主
の
近

く
で
勤
め
、
狐
媚
で
天
子
を
騙
し
、
聖
宝
、
神
器
を
取
る
よ
う
に
、
北
周

を
一
手
に
握
り
、
天
下
を
奪
っ
た
行
為
を
批
判
し
て
、
楊
氏
を
狐
媚
に
た

と
え
る
。『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
八
九
真
宗
元
禧
元
年
は
、
北
宋
の
大

臣
陳
彭
年
に
対
し
て
、「
然
彭
年
素
奸
諂
、
時
号
『
九
尾
野
狐
』（
中
略
）

斉
賢
曰
、
此
人
在
朝
、
必
乱
国
政（

（1
（

」
と
記
す
よ
う
に
、
当
時
の
人
は
陳
彭

年
を
「
九
尾
狐
」
と
呼
び
、
張
斉
賢
は
彭
年
が
必
ず
国
政
を
乱
す
と
断
言

し
た
と
す
る
。

　

高
津
希
和
子
氏
は
、『
狐
媚
記
』
の
「
狐
媚
」
と
い
う
言
葉
の
受
容
を

研
究
す
る
論
文
の
中
で
、「（
中
国
）
正
史
に
見
え
る
「
狐
媚
」
の
用
例
は

非
常
に
少
な
い
が
、
す
べ
て
政
治
的
な
意
味
合
い
を
帯
び
た
批
判
的
な
用

語
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る（

（1
（

。
中
塚
亮
氏
は
、「
九
尾
狐
」
ま
た
は
「
妖
狐
」

か
ら
「
九
尾
狐
」
が
為
す
よ
う
な
「
蠱
惑
」
に
、
そ
し
て
そ
の
「
蠱
惑
」

を
為
す
「
人
間
」
を
指
す
呼
称
へ
と
広
が
っ
た
と
す
る（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
指
摘

を
踏
ま
え
れ
ば
、
正
史
に
記
載
さ
れ
る
「
狐
媚
」
は
本
物
の
妖
怪
の
狐
で

は
な
く
、
狐
の
よ
う
に
君
王
を
蠱
惑
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
要
す

る
に
、
中
国
古
典
で
は
、
妲
己
・
褒
姒
の
よ
う
な
女
性
ば
か
り
で
は
な
く
、

王
に
近
づ
き
、
政
治
を
操
り
、
国
家
を
奪
う
重
臣
、『
玉
藻
前
物
語
』
の

言
葉
で
言
う
と
「
陪
臣
」
を
狐
と
関
連
づ
け
、
狐
に
擬
え
て
と
ら
え
た
の

で
あ
る
。『
玉
藻
前
物
語
』
に
見
ら
れ
る
、
王
に
近
づ
い
て
殺
害
し
、
王

位
を
奪
う
企
て
を
持
つ
后
妃
、
采
女
、
伎
女
お
よ
び
陪
臣
で
あ
る
妖
狐
は
、

国
家
政
治
を
乱
す
人
が
狐
媚
と
言
わ
れ
る
中
国
的
な
観
念
を
原
型
と
す
る

も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
以
上
、「
陪
臣
」
と
い
う
語
彙
か
ら
、
作
者
の
漢

文
へ
の
造
詣
の
深
さ
を
見
て
と
れ
る
。

三
、
妖
狐
の
白
い
玉
の
先
例

　
『
玉
藻
前
物
語
』
の
末
尾
で
、
狐
の
額
か
ら
出
た
白
い
玉
は
三
浦
介
の

所
有
と
な
っ
た
。
こ
の
玉
に
関
す
る
従
来
の
研
究
を
確
認
す
る
。
こ
の
玉

に
つ
い
て
、美
濃
部
重
克
氏
は
玉
藻
前
の
呪
宝
と
し（

（2
（

、中
村
禎
里
氏
は
、「
正

体
不
明
と
し
て
も
、
こ
れ
が
如
意
宝
珠
に
類
似
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

容
易
に
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
、
如
意
宝
珠
は
、
仏
舎
利
と
同
一
視
さ
れ

る
傾
向
が
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
三
浦
介
は
、
仏
舎
利
類
似
の
宝
物
を

入
手
し
た
こ
と
に
な
る
」
と
見
た（

（2
（

。
浜
中
修
氏
は
ダ
キ
ニ
天
の
宝
珠
と
考

え
る（

（2
（

。
内
藤
栄
氏
は
、
如
意
宝
珠
と
仏
舎
利
と
の
習
合
は
早
く
も
平
安
時

代
か
ら
始
ま
っ
た
と
す
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
中
世
に
お
い
て
、
如
意
宝
珠
と
王

権
と
の
密
接
な
関
係
も
複
数
の
研
究
者
た
ち
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
し
か

し
、
も
し
、
こ
の
白
い
玉
を
如
意
宝
珠
、
あ
る
い
は
仏
舎
利
と
同
一
視
す

る
な
ら
ば
、
こ
の
玉
を
頼
朝
で
は
な
く
、
た
だ
の
東
国
武
士
で
あ
る
三
浦

介
に
渡
す
の
は
理
解
し
に
く
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
の
白
い
玉
は
如
意
宝
珠

や
仏
舎
利
と
い
う
仏
教
的
な
解
釈
以
外
の
可
能
性
は
な
い
の
か
を
考
え
て
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み
た
い
。

　

狐
の
玉
に
関
し
て
、
一
五
世
紀
以
前
の
日
本
の
先
例
を
調
べ
る
と
、『
今

昔
物
語
集
』
巻
二
七
「
狐
託
人
被
取
玉
乞
返
報
恩
語
第
四
十（

（2
（

」
に
狐
の
玉

の
話
が
見
ら
れ
る
。
昔
、
も
の
の
け
に
憑
か
れ
て
、
病
気
に
な
っ
た
人
が

い
た
。
そ
の
も
の
の
け
が
物
托
の
女
に
移
り
、「
自
分
は
狐
で
あ
り
、
祟

り
を
起
こ
す
つ
も
り
は
な
い
。
た
だ
散
ら
し
た
食
べ
物
を
食
べ
る
た
め
に
、

こ
こ
に
来
た
の
だ
」
と
告
白
し
て
、
懐
か
ら
「
白
キ
玉
ノ
小
柑
子
ナ
ド
ノ

程
ナ
ル
」
を
出
し
て
も
て
あ
そ
ん
で
い
た
。
そ
ば
に
い
た
若
い
侍
が
そ
の

玉
を
奪
う
と
、
狐
は
、「
こ
の
玉
は
人
間
に
と
っ
て
は
役
に
立
た
な
い
も

の
だ
が
、
自
分
に
と
っ
て
は
大
変
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
も
し
返
し
て
く

れ
な
け
れ
ば
あ
な
た
に
報
復
す
る
が
、
返
し
て
く
れ
れ
ば
一
生
あ
な
た
を

守
る
」
と
、
泣
き
な
が
ら
頼
ん
だ
。
そ
こ
で
、
男
は
玉
を
狐
に
返
し
た
。

狐
は
約
束
ど
お
り
に
男
を
危
難
か
ら
助
け
た
。

　

こ
の
説
話
に
お
け
る
狐
の
白
い
玉
が
一
体
ど
う
い
う
も
の
か
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
が
、
増
尾
伸
一
郎
氏
は
、
こ
の
説
話
が
、
中
国
北
宋
の
『
太

平
広
記
』「
劉
衆
愛
」
に
類
話
を
見
出
せ
る
と
指
摘
す
る（

（2
（

。
ま
た
陳
明
姿

氏
は
、
こ
の
話
が
「
劉
衆
愛
」
の
他
に
、
や
は
り
『
太
平
広
記
』
に
見
え

る
「
陳
斐
」
と
い
う
話
か
ら
も
ヒ
ン
ト
を
得
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
推

測
す
る（

（2
（

。「
陳
斐
」
は
約
束
を
守
っ
た
狐
の
報
恩
譚
で
あ
る
が
、
玉
の
話

と
は
関
わ
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

　

右
に
言
及
さ
れ
る
『
太
平
広
記
』
の
「
劉
衆
愛（

（2
（

」
は
、
今
知
ら
れ
て
い

る
限
り
で
は
、
中
国
古
典
に
お
け
る
狐
の
玉
の
最
も
早
い
例
で
あ
り
、
出

典
は
唐
代
の
『
広
異
記
』
で
あ
る
。
同
話
は
『
太
平
広
記
』
の
他
に
、
明

の
『
狐
媚
叢
談
』
な
ど
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
「
劉
衆
愛
」
で
は
、
婦
人
に
化
け
る
狐
が
劉
衆
愛
に
打
た
れ
た
後
、
正

体
が
露
顕
し
た
。
老
僧
に
知
恵
を
授
け
て
も
ら
い
、
劉
衆
愛
は
狐
の
白
い

玉
、
つ
ま
り
媚
珠
を
手
に
入
れ
た
。
そ
し
て
、
彼
は
こ
の
媚
珠
を
母
に
渡

し
、
媚
珠
を
持
つ
母
は
一
生
夫
に
愛
さ
れ
た
。
狐
の
玉
は
「
媚
珠
」
と
呼

ば
れ
、
人
間
は
媚
珠
を
手
に
入
れ
る
と
天
下
の
人
に
愛
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
玉
は
ど
う
や
っ
て
出
来
た
の
か
、
文
中
で
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
『
玉
藻
前
物
語
』
に
お
け
る
妖
狐
玉
藻
前
の
白
い
玉
が
、『
今
昔
物
語
集
』

の
狐
の
玉
や
『
太
平
広
記
』「
劉
衆
愛
」
の
狐
の
玉
と
関
連
性
が
あ
る
か

ど
う
か
は
、
こ
の
二
つ
の
話
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
が
、『
神
明
鏡
』
に

お
け
る
玉
藻
前
伝
承
、
お
よ
び
『
玉
藻
前
物
語
』
成
立
以
前
、
狐
が
玉
を

持
っ
て
い
る
話
の
先
例
が
既
に
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

四
、
中
国
に
お
け
る
狐
の
玉

　

少
し
後
の
時
代
ま
で
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
中
国
の
明
時
代
か
ら
、
狐
の

玉
の
例
は
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
明
の
『
西
樵
野
紀
』
に
「
狐
丹
」
と

い
う
話
が
あ
る（

（3
（

。

齊
門
外
陸
墓
、
呉
塔
之
間
、
有
某
居
郊
坰
、
地
頗
幽
僻
。
一
薄
暮
自

外
歸
、
瞑
色
慘
淡
、
少
憩
道
傍
、
倏
已
昏
黒
夜
至
。
遙
見
一
燈
螢
然

由
南
而
來
、
諦
視
之
、
乃
一
女
子
口
啣
一
燈
、
雖
不
詳
、
辨
其
姿
色
、

然
覺
殊
有
妖
態
。
稍
相
接
語
、
便
已
迷
眩
。
女
即
解
衣
野
合
。
事
訖
、

女
復
迤

而
去
。
某
惴
惴
強
帰
。
翌
晚
更
思
之
、
竟
往
其
地
、
女
亦

果
來
。
如
是
者
数
晚
。
一
日
、
某
誇
示
於
某
、
某
曰
「
子
惑
矣
、
人
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口
豈
寘
火
地
耶
。
子
今
第
執
其
燈
如
得
之
、
便
強
下
咽
可
也
」。
某

始
悟
。
是
夕
仍
去
、
則
女
又
先
至
矣
。
乃
與
綢
繆
、
初
凡
合
時
、
女

必
吐
燈
寘
於
地
、
事
訖
乃
復
入
口
。
至
是
、
某
伺
燈
寘
地
、
急
取
咽

之
。
女
遽
擾
壞
大
慟
。
曰
其
奈
何
、
某
問
之
。
女
曰
「
吾
明
語
子
、

吾
潛
幾
百
年
而
丹
以
成
、
所
欠
者
陽
人
精
耳
、
今
幸
獲
濟
於
君
、
則

躋
仙
地
可
立
得
矣
、
吾
火
郎
丹
也
、
今
君
咽
之
、
是
吾
緣
未
就
而
獲

既
甚
矣
、
吾
與
君
既
爾
爾
、
不
得
為
無
情
、
所
望
君
者
後
事
耳
」。

言
畢
、
涕
淚
潛
然
、
竟
死
。
某
命
火
燭
之
、
乃
一
老
牝
狐
也
、
随
以

衣
棺

之
。
某
獨（

（3
（

得
高
寿
令
終
。

　

あ
る
男
が
黄
昏
時
に
、
辺
鄙
な
郊
外
で
口
に
灯
を
く
わ
え
て
い
る
女
に

出
会
っ
て
、野
合
し
た
。
翌
日
、男
は
ま
た
同
じ
場
所
で
例
の
女
と
出
会
っ

た
。
そ
の
ま
ま
数
日
後
、
男
は
友
人
に
そ
の
女
の
話
を
自
慢
し
た
。
友
人

は
、
普
通
の
人
間
な
ら
、
口
に
灯
を
く
わ
え
る
わ
け
が
な
い
の
で
、
今
度

そ
の
女
と
出
会
っ
た
ら
、
そ
の
灯
を
奪
っ
て
呑
み
な
さ
い
と
男
に
言
っ
た
。

友
人
の
話
に
従
っ
て
、
男
は
次
に
会
っ
た
時
に
、
女
が
地
に
置
い
て
い
る

灯
を
奪
っ
て
呑
ん
だ
。
女
は
大
変
驚
い
て
、「
そ
の
灯
は
私
の
何
百
年
の

修
練
を
経
て
結
成
し
た
丹
だ
。
足
り
な
い
も
の
は
陽
人
の
精
気
だ
け
な
の

で
、
貴
方
の
精
気
を
吸
い
取
れ
ば
、
仙
界
に
入
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
今
、

私
の
火
郎
丹
は
貴
方
に
呑
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
私
の
機
縁
が
ま

だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
に
、
自
分
の
限
界
以
上
の
も
の
を
得
て
し
ま
っ

た
た
め
な
の
だ
ろ
う
。
私
と
あ
な
た
は
既
に
こ
の
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
ど
う
か
情
な
い
こ
と
を
し
な
い
で
、
私
の
死
後
の
始
末
を
し

て
く
だ
さ
い
」
と
男
に
言
う
と
亡
く
な
り
、
死
骸
は
雌
狐
に
な
っ
た
。
一

方
、
狐
丹
を
呑
ん
だ
男
は
結
局
、
長
寿
に
な
っ
た
。
類
話
は
ま
た
、『
祝

子
志
怪
録
』（
成
立
時
期
不
明
だ
が
、
万
暦
四
〇
（
一
六
一
二
）
年
の
刻

本
が
存
在
す
る（

（3
（

）、『
狐
媚
叢
談
』（
万
暦
二
二
（
一
五
九
四
）
年
〜
万
暦

三
五
（
一
六
〇
七
）
年
の
間
に
成
立（

（3
（

）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。

　
『
漢
語
大
字
典
』
に
よ
れ
ば
、「
丹
」
は
道
家
の
作
る
不
老
長
生
の
丹
薬

で
あ
る（

（3
（

。
こ
こ
の
狐
丹
は
狐
の
百
年
の
修
練
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ

り
な
が
ら
、
陽
人
の
精
気
を
貯
め
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

明
時
代
に
書
か
れ
た
狐
と
丹
の
話
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
明
の
謝
肇

淛
（
一
五
六
七
〜
一
六
二
四
）
の
書
い
た
随
筆
集
『
五
雑
組
』
巻
九
・
物

部
一
「
狐
」
に
は
、「
狐
千
歳
始
與
天
通
、
不
為
魅
矣
。
其
魅
人
者
、
多

取
人
精
氣
以
成
内
丹
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る（

（3
（

。
こ
こ
で
は
狐
の
玉
が
「
内

丹
」
と
呼
ば
れ
る
。「
内
丹
」
と
は
、道
家
で
い
う
不
老
不
死
の
薬
の
一
種
、

呼
吸
を
と
と
の
え
る
な
ど
の
方
法
を
用
い
て
、
自
己
内
部
に
精
気
を
蓄
積

し
、
そ
れ
が
仙
薬
の
形
に
凝
集
し
た
も
の
を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
植

物
、
鉱
物
な
ど
を
調
和
し
、
煉
り
あ
げ
て
作
っ
た
仙
薬
を
外
丹
と
い
う
。

狐
も
年
を
経
た
も
の
は
道
術
の
心
得
を
持
ち
、
内
丹
や
外
丹
を
作
っ
て
仙

界
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た（

（3
（

。
李
剣
国
氏
は
『
狐
媚
叢

談
』
の
「
狐
丹
」
を
論
じ
る
時
に
、
内
丹
が
体
の
内
部
で
形
成
さ
れ
る
形

の
な
い
も
の
で
あ
り
、
形
の
あ
る
外
丹
と
違
い
、
狐
丹
が
内
丹
と
呼
ば
れ

る
が
、
実
は
外
丹
の
性
質
も
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
明
の
人
が
道
教
の
内

外
丹
理
論
に
よ
っ
て
狐
の
為
に
作
ら
れ
た
特
殊
な
丹
で
あ
る
と
指
摘
す
る（

（3
（

。

精
気
を
蓄
積
し
、
内
丹
を
作
る
と
す
る
考
え
は
明
時
代
に
初
め
て
出
現
し

た
も
の
で
は
な
い
。
十
三
世
紀
後
半
に
成
立
し
た『
朱
子
語
類
』「
荘
子
書
」
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に
引
用
さ
れ
る
後
漢
の
『
周
易
参
同
契
』
に
、「
以
神
運
精
気
結
而
為
丹
」

と
あ
る
よ
う
に
、
精
気
と
丹
の
関
わ
り
を
述
べ
る
文
が
見
出
せ
る（

（3
（

。
王
貝

氏
は
「
宋
代
に
内
丹
を
錬
成
す
る
と
い
う
考
え
方
が
流
行
し
て
か
ら
、
明

代
に
内
丹
を
錬
成
す
る
方
法
と
し
て
の
性
愛
技
法
が
、
他
の
動
物
と
比
べ

て
淫
蕩
の
イ
メ
ー
ジ
を
有
す
る
狐
と
結
び
つ
き
や
す
か
っ
た
」
と
指
摘
す

る（
（3
（

。
狐
丹
の
よ
う
な
狐
の
玉
に
関
す
る
話
は
、
そ
れ
以
外
に
も
、
明
代
の

『
広
艶
異
編
』、清
代
の
『
聊
斎
志
異
』『
閲
微
草
堂
筆
記
』『
小
豆
棚
』『
酔

茶
志
怪
』『
子
不
語
』『
秋
燈
叢
話
』『
狐
狸
縁
全
伝
』
な
ど
多
く
の
小
説

集
に
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
内
丹
で
あ
る
。

　

人
の
精
気
を
吸
い
取
っ
て
内
丹
を
作
る
妖
狐
譚
は
現
存
資
料
の
中
で
は

明
時
代
か
ら
多
く
見
ら
れ
、
精
気
を
蓄
積
し
、
内
丹
と
す
る
考
え
は
『
玉

藻
前
物
語
』
以
前
に
す
で
に
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
、
狐
の
玉
と
長
寿

　

こ
れ
ら
の
話
の
中
で
、『
玉
藻
前
物
語
』
と
最
も
似
て
い
る
の
は
『
西

樵
野
紀
』
の
「
狐
丹
」
だ
と
思
わ
れ
る
。『
西
樵
野
紀
』「
狐
丹
」
で
は
、

狐
丹
が
男
に
呑
ま
れ
た
後
、
女
狐
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

吾
潛
幾
百
年
而
丹
以
成
、
所
欠
者
陽
人
精
耳
、
今
幸
獲
濟
於
君
、
則

躋
仙
地
可
立
得
矣
、
吾
火
郎
丹
也
、
今
君
咽
之
、
是
吾
緣
未
就
而
獲

既
甚
矣
。

　

一
方
、『
玉
藻
前
物
語
』
で
、
三
浦
介
に
射
殺
さ
れ
る
前
夜
、
三
浦
介

の
夢
に
玉
藻
前
が
出
現
し
、
助
命
を
懇
願
す
る
セ
リ
フ
は
次
の
よ
う
で
あ

る
。

我わ
れ

願ね
か
いす

て
に
満み

ち

ぬ
、
衆し

ゆ
ま
う望

ま
た
た
れ
か
と
思
つ
る
処
、
な
ん
ち
、
我

命
を
失う
し
なは

ん
と
す
、
然し
か
るへ

く
は
、
わ
れ
を
た
す
け
給
へ
、
今
度
、
我

を
助
給
は
ゝ
、
子
々
孫
々
ま
て
、
護ま
も
るへ
し
と
い
ふ
と
思
ひ
て
…
（
以

下
略
）�

（
根
津
美
術
館
本
よ
り
）

　

本
稿
で
底
本
と
し
て
い
る
根
津
美
術
館
本
の
本
文
で
は
、
傍
線
部
が
理

解
し
に
く
い
。し
か
し
、こ
の
部
分
は
赤
木
文
庫
本
に
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

わ
れ
か
ね
か
い
、
す
て
に
み
ち
、
し
ゆ
く
ま
う
た
ん
ぬ
と
、
お
も
ひ

つ
る
と
こ
ろ
に
、
な
ん
ち
に
い
の
ち
を
、
う
し
な
わ
れ
ん
と
す

�

（
赤
木
文
庫
本
よ
り（

（4
（

）

　

玉
藻
前
は
、「
我
が
願
い
が
既
に
満
ち
、
宿
望
を
遂
げ
た
か
と
思
っ
た
」

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
西
樵
野
紀
』
で
は
、
狐
は
百
年
の
修
練
に
よ
っ
て
、
火
郎
丹
を
結
成

す
る
。
火
郎
丹
を
持
つ
狐
は
も
う
す
こ
し
人
間
の
精
を
得
る
と
、
仙
界
に

入
れ
、
仙
狐
に
な
れ
る
と
い
う
。『
玉
藻
前
物
語
』
の
場
合
、
玉
藻
前
が

鳥
羽
院
の
精
気
を
吸
い
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
願
望
が
遂
げ
ら
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
。
こ
の
願
望
を
『
西
樵
野
紀
』
の
言
い
方
で
説
明
す
る
と
、
仙

界
に
入
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
仙
界
に
入
る
の
は
道
教
の
修
仙
思

想
で
あ
る
。『
玉
藻
前
物
語
』
に
は
道
教
の
修
仙
思
想
よ
り
、
仏
教
思
想

の
ほ
う
が
目
立
つ
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
玉
藻
前
の
願
い
は
仙
界
に
入
る

こ
と
で
は
な
く
、
仏
教
的
な
大
成
就
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
願
い
を
遂
げ

る
表
現
が
、
玉
藻
前
の
腹
に
仏
舎
利
の
出
来
た
こ
と
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、『
西
樵
野
紀
』
に
お
け
る
狐
丹
と
、『
玉
藻
前
物
語
』
の
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白
い
玉
と
は
同
じ
も
の
、
つ
ま
り
狐
の
何
百
年
の
修
練
の
成
果
、
人
の
精

気
を
貯
め
る
容
器
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、『
西
樵
野
紀
』
に
お
い
て
、
狐
丹
を
呑
ん
だ
男
は
長
生
き
を
し
た
。

『
玉
藻
前
物
語
』
で
は
、
妖
狐
の
白
い
玉
を
手
に
入
れ
た
の
は
三
浦
介
で

あ
る
。
こ
の
三
浦
介
に
つ
い
て
、
美
濃
部
重
克
氏
は
三
浦
義
明
に
比
定
す

る
。
三
浦
義
明
は
、『
吾
妻
鏡
』
治
承
四
年
八
月
二
七
日
条
に
「
三
浦
介

義
明
〈
年
八
十
九
〉。
為
河
越
太
郎
重
頼
。
江
戸
太
郎
重
長
等
被
討
取
。

齡
八
旬
餘（

（4
（

」
と
あ
り
、続
群
書
類
従
本
『
三
浦
系
図
』
と
『
千
葉
大
系
図
』

（
房
総
叢
書
）
で
も
八
十
九
歳
と
あ
る
。
幸
若
舞
曲
『
高
館
』
で
は
「
命

の
長
く
わ
た
ら
せ
給
は
ん
は
、
三
浦
の
大
介
が
百
六
に
な
り
し
に
あ
や
か

ら
せ
給
へ（

（4
（

」、『
馬
揃
』
で
は
「
か
の
三
浦
の
大
介
義
明
は
、
年
積
っ
て

百
六
に
成
し
が（

（4
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
百
六
歳
説
が
あ
り
、
長
寿
の
た
め
し

と
さ
れ
る
。『
平
家
物
語
』
諸
本
で
も
、
三
浦
介
は
長
寿
の
人
と
描
か
れ

て
い
る（

（4
（

。
狐
の
玉
を
手
に
い
れ
、長
寿
に
な
る
点
に
つ
い
て
、『
西
樵
野
紀
』

「
狐
丹
」
の
男
と
『
玉
藻
前
物
語
』
の
三
浦
介
は
合
致
す
る
。

六
、『
西
樵
野
紀
』
所
収
話
の
成
立
時
期

　
『
西
樵
野
紀
』
の
成
立
時
期
は
『
玉
藻
前
物
語
』
よ
り
遅
い
が
、『
西
樵

野
紀
』
に
収
録
さ
れ
る
話
が
『
西
樵
野
紀
』
の
成
立
時
期
よ
り
早
く
か
ら

存
在
し
た
こ
と
は
作
者
の
自
序
か
ら
読
み
取
れ
る
。

幽
怪
之
事
固
孔
子
所
不
悟
、
然
而
使
人
可
驚
可
異
可
懲
可
勸
、
粗
顯

箴
規
而
有
補
風
教
者
、
此
傳
恰
君
子
不
可
不
知
也
。
余
少
嘗
從
侍
枝

山
南
濠
二
先
生
門
下
、
其
清
談
恠
語
聽
之
靡
靡
忘
倦
。
余
故
幾
得
於

見
聞
者
輙
隨
筆
識
之
。
自（

原
本
空
白
）

　

國
朝
迄
今
一
百
七
十
七
事
、
名
曰
野
記
、

噫
余
性
孱
劣
而
獨
好
為
是
、
亦
不
自
知
其
癖
也
。
嘉
靖
庚
子
春
二
月

既
望
呉
郡
西
樵
山
人
侯
甸
敘
。

 

『
西
樵
野
紀
』
の
作
者
で
あ
る
侯
甸
の
自
序
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
嘉

靖
庚
子
（
一
五
四
〇
）
年
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
自
序
に
よ

る
と
、『
西
樵
野
紀
』
の
中
の
話
は
侯
甸
自
身
が
創
作
し
た
も
の
で
は
な
く
、

「
自
国
朝
迄
今
一
百
七
十
七
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
明
の
建
国
か
ら
侯
甸

の
時
代
ま
で
の
話
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
が
建
国
さ
れ
た
一
三
六
八
年
か

ら
『
西
樵
野
紀
』
の
成
立
し
た
一
五
四
〇
年
ま
で
、
そ
の
間
に
「
狐
丹
」、

ま
た
は
類
似
的
な
伝
承
は
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
だ
と

す
れ
ば
、
そ
の
伝
承
は
一
四
世
紀
の
後
半
に
日
本
に
伝
来
さ
れ
、『
玉
藻

前
物
語
』
の
作
者
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ

し
、『
西
樵
野
紀
』「
狐
丹
」
で
は
、
丹
は
珠
の
よ
う
な
丸
い
形
で
は
な
く
、

灯
と
い
う
形
で
あ
り
、
こ
の
点
は
『
玉
藻
前
物
語
』
と
異
な
る
。
し
か
し
、

「
狐
丹
」
の
類
話
が
清
の
『
耳
食
録
』
巻
三
に
「
胡
夫
人
墓
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
収
録
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

（
前
略
）
女
子
曰
「
此
珠
已
歷
五
百
年
。
死
於
此
珠
苕
、凡
九
十
九
人
、

皆
聡
明
、
富
貴
、
寿
考
主
人
、
其
精
気
尽
在
於
是
。
若
経
百
人
、
則

成
正
果
、
不
謂
乃
敗
於
君
也
。
邪
道
求
仙
、
終
帰
無
益
、
安
敢
怨
君
。

君
後
日
福
祚
且
不
可
量
、
幸
念
枕
席
之
情
、
明
日
求
吾
屍
於
東
山
下
、

棺
槨
而
葬
之
、
得
比
於
君
之
姫
妾
、
歳
時
以
杯
酒
澆
塚
上
、
不
使
遊

魂
弱
魄
寂
寞
泉
台
、
君
主
惠
也
、
死
亦
無
憾
」。
遂
相
持
慟
哭
而
去
。

同
室
之
人
莫
不
聞
之
、
惟
之
見
形
耳
。
次
日
至
東
山
之
下
、
見
一
大
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狐
死
焉
。
生
伏
而
哭
之
、
甚
哀
。
殯
葬
如
礼
、
為
文
而
祭
之
。
夜
乃

夢
女
子
来
謝
。
生
自
吞
珠
之
後
、
精
神
智
慧
尽
倍
於
前
。
居
顕
秩
、

登
上
寿
、
皆
珠
所
益
雲
。
乃
題
狐
墓
曰
「
胡
夫
人
之
墓
」。

　
「
胡
夫
人
墓
」
の
場
合
、
狐
は
五
百
年
の
間
、
こ
の
玉
を
持
っ
て
い
て
、

す
で
に
九
十
九
人
の
男
の
精
気
を
こ
の
玉
に
蓄
え
て
い
る
。
ま
た
も
う
一

人
の
精
気
を
吸
い
取
る
と
、
仙
界
に
入
れ
る
。
こ
の
話
で
は
、
灯
で
は
な

く
、『
玉
藻
前
物
語
』
と
同
じ
よ
う
に
丸
い
形
の
玉
で
あ
る
。
明
代
以
前
に
、

狐
が
玉
を
持
っ
て
い
る
話
が
す
で
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
胡
夫

人
墓
」
の
よ
う
な
狐
が
明
珠
を
持
っ
て
い
る
話
が
明
時
代
に
す
で
に
存
在

す
る
と
考
え
て
も
無
理
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

文
献
上
の
確
実
な
資
料
は
ま
だ
見
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、『
西
樵
野

紀
』「
狐
丹
」
に
類
す
る
伝
承
は
、『
西
樵
野
紀
』
の
成
立
以
前
に
、
す
で

に
存
在
し
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
狐
が
人
の
精
気
を
吸
い
取
っ
て
玉
と

す
る
と
い
う
理
解
が
、
よ
り
古
く
か
ら
、
少
な
く
と
も
明
代
前
期
に
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
玉
藻
前
の
白
い
玉
の
も
と
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

七
、
妖
怪
と
精
気
の
吸
い
取
り

　
『
西
樵
野
紀
』「
狐
丹
」
で
は
、
狐
が
人
間
の
精
気
を
吸
い
取
る
こ
と
が

明
確
に
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
『
五
雑
組
』
に
も
、
狐
が
人
の
精
気
を

吸
い
取
っ
て
、
内
丹
を
作
る
説
が
あ
る
。
明
代
に
は
、
狐
が
人
の
精
気
を

吸
い
取
っ
て
、
丹
を
作
る
と
い
う
観
念
が
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

「
狐
丹
」
や
『
玉
藻
前
物
語
』
が
成
立
す
る
以
前
に
、
中
国
古
典
に
、
狐

で
は
な
い
が
、
妖
怪
が
人
の
精
気
を
吸
い
取
る
話
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
ず
は
「
木
師
古
」
を
挙
げ
る（

（4
（

。

（
前
略
）
按
『
神
異
秘
經
法
』
云
、
百
歳
蝙
蝠
、
於
人
口
上
、
服
人

精
気
、
以
求
長
生
。
至
三
百
歳
、
能
化
形
為
人
、
飛
遊
諸
天
。
拠
斯

未
及
三
百
歳
耳
、
神
力
猶
劣
、
是
為
師
古
所
制
。
師
古
因
之
亦
知
有

服
練
術
、
遂
入
赤
城
山
、
不
知
所
終
。
宿
在
古
舍
下
者
、
亦
足
防
矣
。

　

こ
れ
は
『
太
平
広
記
』
が
『
博
異
志
』
か
ら
収
録
し
た
話
で
あ
る
。
木

師
古
と
い
う
人
物
が
、
あ
る
荒
れ
果
て
た
部
屋
に
泊
ま
ろ
う
と
し
た
。
心

配
し
た
僧
人
が
木
師
古
に
、
三
十
三
年
の
間
に
こ
の
部
屋
に
泊
ま
っ
た
人

の
中
の
三
十
人
ほ
ど
が
傷
つ
け
ら
れ
た
の
で
、
こ
の
部
屋
は
も
う
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
と
言
っ
た
が
、
木
師
古
は
度
胸
を
見
せ
る
た
め
、
こ
の
部
屋

に
泊
ま
ろ
う
と
し
た
。
夜
中
に
、
何
か
異
常
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
、
木
師

古
は
刀
を
振
っ
た
。
夜
が
明
け
た
ら
、
ベ
ッ
ド
の
隣
の
地
面
に
、
刀
に
刺

さ
れ
た
二
枚
の
蝙
蝠
の
屍
体
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
話
の
後
半
で
は
、『
神

異
秘
経
法
』
の
文
を
引
用
し
て
、
百
歳
の
蝙
蝠
が
人
の
口
か
ら
精
気
を
吸

い
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
生
き
を
求
め
、
そ
し
て
、
三
百
歳
に
な
る
と
、

人
に
化
け
ら
れ
る
と
解
釈
す
る
。
こ
の
話
で
は
、
蝙
蝠
が
人
間
の
精
気
を

吸
い
取
る
こ
と
、
及
び
長
生
き
を
求
め
る
目
的
が
明
記
さ
れ
る
。

　

ま
た
、『
太
平
広
記
』
巻
三
三
四
に
収
録
す
る
「
朱
敖
」（
出
『
広
異
記
』）

と
い
う
話
が
あ
る（

（4
（

。
朱
敖
と
い
う
人
は
古
廟
の
近
く
に
一
人
の
緑
衣
の
少

女
に
出
会
っ
て
、
少
女
に
話
し
か
け
た
が
、
少
女
は
笑
う
だ
け
で
、
返
事

を
し
な
か
っ
た
。
古
廟
に
着
く
と
、
朱
敖
は
古
廟
の
壁
画
に
先
の
少
女
を

見
た
。
夜
に
、
そ
の
壁
画
に
あ
る
少
女
は
朱
敖
の
夢
の
中
に
現
れ
、
一
緒
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に
夜
を
過
ご
し
た
。
そ
の
以
後
、
毎
日
の
夜
に
、
少
女
は
朱
敖
の
夢
に
現

れ
る
の
で
、
朱
敖
は
だ
ん
だ
ん
精
気
を
失
っ
て
い
る
気
が
し
た
。

　

こ
の
話
に
は
、
壁
画
に
あ
る
女
が
人
間
の
男
と
交
わ
っ
て
、
精
気
を
吸

い
取
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
壁
画
に
あ
る
少
女
が
な
ぜ
朱
敖

の
精
気
を
吸
い
取
る
の
か
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
精
気
が
吸
い
取
ら

れ
た
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。

　

明
代
以
前
、
狐
で
は
な
い
が
、
妖
怪
が
人
の
精
気
を
吸
う
話
が
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
が
、
狐
が
人
の
精
を
吸
い
取
る
と
明
確
に
描
か
れ
る
話

は
、
現
時
点
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
が
狐
に

よ
っ
て
死
ぬ
話
は
あ
る
。
例
え
ば
、元
の
『
湖
海
新
聞
夷
堅
続
志
』
の
「
狐

恋
亡
人（

（4
（

」
で
あ
る
。

　

貧
乏
な
陳
承
務
は
あ
る
村
娘
を
見
染
め
た
。
あ
る
日
に
、
そ
の
村
娘
は

突
然
や
っ
て
き
て
、
陳
承
務
へ
の
愛
を
告
白
し
た
。
し
か
し
、
村
娘
と
付

き
合
っ
た
陳
承
務
は
ど
ん
ど
ん
顔
色
が
悪
く
な
り
や
せ
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
葬
式
を
し
た
時
、
村
人
は
老
狐
が
傍
で
悲
し
く
鳴
い
て
い
る
の
を
見

た
。
火
葬
に
す
る
時
、
老
狐
は
火
の
中
に
飛
び
こ
ん
だ
。

　

こ
の
話
で
は
、
男
の
死
が
狐
と
交
わ
っ
た
ゆ
え
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

話
は
他
に
も
『
太
平
広
記
』
巻
四
五
八
「
李
黄
」（
出
『
博
異
記（

（4
（

』）
な
ど

が
あ
る
。
男
が
化
け
た
蛇
と
交
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
体
が
衰
弱
し
、
数
日
後

に
死
ん
だ
。「
狐
恋
亡
人
」
と
「
李
黄
」
で
は
、
明
確
に
男
の
精
気
が
吸

い
取
ら
れ
る
と
は
書
い
て
い
な
い
が
、
男
が
妖
怪
と
交
わ
っ
て
、
衰
弱
し

て
、
ひ
い
て
は
死
ぬ
こ
と
は
、「
朱
敖
」
や
「
狐
丹
」
と
は
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
あ
る
の
で
、
李
項
生
と
李
黄
も
精
気
が
吸
い
取
ら
れ
る
と
読
め
る
の

で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
明
時
代
以
前
の
妖
怪
が
人
の
精
気
を
吸
い
取
る

理
由
は
、「
木
師
古
」
以
外
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、「
狐
恋

亡
人
」
の
場
合
で
も
、
狐
が
主
観
的
に
男
を
殺
そ
う
と
す
る
わ
け
で
も
な

く
、
自
分
が
意
識
せ
ず
に
男
の
精
気
を
吸
い
取
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
遅
く
と
も
唐
時
代
に
は
妖
怪
が
人
の
精
気
を
吸
い
取

る
と
い
う
考
え
方
は
す
で
に
存
在
す
る
。
蝙
蝠
や
、
壁
画
に
あ
る
女
な
ど

の
妖
怪
が
人
の
精
気
を
吸
い
取
る
な
ら
ば
、
妖
怪
と
し
て
の
狐
が
人
間
の

精
気
を
吸
い
取
る
こ
と
も
お
か
し
く
は
な
い
。『
玉
藻
前
物
語
』
の
場
合
、

玉
藻
前
は
八
百
歳
の
狐
と
言
わ
れ
る
。
東
晋
葛
洪
の
『
抱
朴
子
』「
内
編
」

巻
三
・
対
俗
に
は
「
狐
狸
豺
狼
、
皆
寿
八
百
歳
。
満
五
百
載
、
則
善
変
為

人
形
。」
と
い
う
言
葉
が
あ
る（

（5
（

。
前
に
触
れ
た
「
木
師
古
」
と
い
う
話
で
は
、

百
歳
の
蝙
蝠
が
長
生
き
を
求
め
る
た
め
、
人
の
精
気
を
吸
い
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
。『
玉
藻
前
物
語
』
で
は
、
玉
藻
前
は
八
百
歳
の
狐

で
あ
り
、
つ
ま
り
い
よ
い
よ
寿
命
の
尽
き
る
時
期
に
な
っ
た
。
だ
と
す
れ

ば
、
玉
藻
前
は
長
生
き
を
求
め
る
た
め
、
鳥
羽
院
な
ど
の
人
間
の
精
気
を

吸
い
取
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
蝙
蝠
な
ど
が
人
の
精
気
を
吸
っ
て
長

生
き
す
る
話
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
狐
の
玉
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
長
生
き

と
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
精
気
を
蓄
積
し
た
狐
の
玉
が
長
生
き
の

仙
薬
に
成
る
こ
と
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
男
、
つ
ま
り
鳥
羽
院
と

ま
じ
わ
っ
て
精
気
を
吸
い
取
る
こ
と
は
「
朱
敖
」、「
狐
恋
亡
人
」
な
ど
と

も
似
て
い
る
。
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ま
と
め

　

玉
藻
前
の
褒
姒
と
の
関
わ
り
、陪
臣
と
妖
狐
と
の
関
わ
り
、そ
の
他
様
々

な
所
か
ら
、
物
語
作
者
の
中
国
文
学
的
教
養
が
見
ら
れ
る
。
玉
藻
前
の
持

つ
白
い
玉
に
関
し
て
も
、
中
国
文
学
と
の
関
わ
り
の
可
能
性
を
見
て
き
た
。

玉
藻
前
と
い
う
妖
狐
の
白
い
玉
の
性
格
は
、
仏
舎
利
と
同
一
視
さ
れ
る
如

意
宝
珠
よ
り
も
、
長
寿
に
繋
が
る
中
国
文
言
小
説
に
お
け
る
陰
気
と
陽
気

の
結
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
狐
の
玉
に
似
て
い
る
と
考
え
る
。
白
い
玉

が
頼
朝
で
は
な
く
、
三
浦
介
の
手
に
渡
っ
た
の
は
、
三
浦
介
が
長
寿
と
し

て
有
名
な
人
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
玉
藻
前
の
白

い
玉
を
三
浦
介
の
手
に
入
れ
る
と
い
う
設
定
が
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

　
「
劉
衆
愛
」
に
お
け
る
狐
の
玉
、
い
わ
ゆ
る
媚
珠
に
よ
っ
て
、
唐
宋
時

期
に
は
、
狐
が
玉
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
が
既
に
存
在
し
た
こ
と
、『
今

昔
物
語
集
』
の
狐
の
玉
の
説
話
に
よ
っ
て
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
が
証

明
で
き
る
。
唐
代
に
は
、
妖
怪
が
人
の
精
気
を
吸
い
取
る
伝
承
も
存
在
し
、

明
代
に
な
る
と
、
狐
が
人
の
精
を
吸
い
取
る
説
も
確
認
で
き
る
。
そ
う
し

た
伝
承
と
、
狐
の
玉
と
い
う
要
素
、
さ
ら
に
道
教
の
精
気
を
利
用
し
て
内

丹
を
作
る
要
素
が
加
わ
っ
て
、「
狐
丹
」
の
よ
う
な
話
が
出
現
し
た
。
つ

ま
り
、
明
代
前
半
に
、「
狐
丹
」
の
よ
う
な
話
は
既
に
成
立
し
、
一
四
世

紀
後
半
か
一
五
世
紀
初
期
に
日
本
に
伝
来
さ
れ
、『
玉
藻
前
物
語
』
の
作

者
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

注（
1
）
川
島
朋
子
「
室
町
物
語
『
玉
藻
前
』
の
展
開　

能
〈
殺
生
石
〉
と
の
関
係

を
中
心
に
」（『
国
語
国
文
』
第
七
三
巻
八
号
、
二
〇
〇
四
年
八
月
）

（
2
）
大
島
由
紀
夫
「『
玉
藻
前
』
諸
本
を
め
ぐ
っ
て
（
二
）
─
陽
明
文
庫
本
を

中
心
と
し
て
─
」（『
伝
承
文
学
研
究
』
四
一
号
、一
九
九
三
年
三
月
）。
後
、『
中

世
衆
庶
の
文
芸
文
化
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
再
録
。

（
3
）近
藤
瓶
城
『
改
定
史
籍
集
覧
・
二
冊
通
記
類
』（
近
藤
出
版
部
、
一
九
〇
〇

年
）

（
4
）
藤
沢
衛
彦
『
日
本
伝
説
研
究
』
巻
五
（
三
笠
書
房
、
一
九
三
五
年
）

（
5
）
美
濃
部
重
克
「「
玉
藻
前
」
考
」（
渡
辺
昭
五
・
福
田
晃
編
『
伝
承
文
学
の

視
界
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
八
四
年
）。
後
、『
中
世
伝
承
文
学
の
諸
相
』（
和

泉
書
院
、
一
九
八
八
年
）
再
録
。

（
6
）
中
村
禎
里
『
狐
の
日
本
史　

古
代
・
中
世
篇
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）

（
7
）
松
本
隆
信
「
増
訂
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」（『
御
伽
草
子
の

世
界
』
奈
良
絵
本
国
際
研
究
会
議
編
、
三
省
堂
、
一
九
八
二
年
）

（
8
）
川
島
朋
子
前
掲
注
1
論
文
。

（
9
）
伊
藤
慎
吾
『
中
世
物
語
資
料
と
近
世
社
会
』（
三
弥
井
書
店
、二
〇
一
七
年
）

（
10
）
美
濃
部
重
克
前
掲
注
5
論
文
。

（
11
）
中
村
禎
里
前
掲
注
6
論
文
。

（
12
）
高
島
一
美
「『
玉
藻
前
物
語
』
諸
本
研
究　

物
語
の
展
開
と
主
題
」（『
宮

城
学
院
女
子
大
学
大
学
院
人
文
学
会
誌
』
第
六
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）

（
13
）
浜
中
修
「
玉
藻
前
物
語
考
」（
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子　

百
花
繚
乱
』
笠
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間
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）

（
14
）
美
濃
部
重
克
前
掲
注
5
論
文
。

（
15
）
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
補
遺
二
（
角
川
書
店
、
一
九
八
八

年
）

（
16
）『
晋
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）

（
17
）『
旧
唐
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）

（
18
）『
続
資
治
通
鑑
長
編
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）

（
19
）
高
津
希
和
子
「「
狐
媚
記
」
試
論
─
大
江
匡
房
の
「
狐
媚
」
受
容
─
」（『
国

語
国
文
』
八
二
巻
四
号
、
二
〇
一
三
年
四
月
）

（
20
）
中
塚
亮
「
妲
己
と
狐　
『
封
神
演
義
』
に
見
る
、
イ
メ
ー
ジ
及
び
物
語
の

成
立
に
至
る
一
過
程
」（『
金
沢
大
学
中
国
語
学
中
国
文
学
教
室
紀
要
』
三　

一
九
九
九
年
三
月
）

（
21
）
美
濃
部
重
克
前
掲
注
5
論
文
。

（
22
）
中
村
禎
里
前
掲
注
6
論
文
。

（
23
）
浜
中
修
前
掲
注
13
論
文
。

（
24
）
内
藤
栄
「
舎
利
と
宝
珠
」（『
日
本
の
美
術
』
五
三
九
号
、
至
文
堂
、

二
〇
一
一
年
四
月
）

（
25
）
阿
部
泰
郎
「
宝
珠
と
王
権　

中
世
王
権
と
密
教
儀
礼
」（
岩
波
講
座
『
東

洋
思
想
』
巻
十
六
「
日
本
の
思
想
」
二
、一
九
八
九
年
）
そ
の
他
、
山
本
ひ
ろ

子
『
変
成
譜
』（
春
秋
社
、一
九
九
三
年
）、田
中
貴
子
『
外
法
と
愛
法
の
中
世
』

（
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
に
も
同
じ
指
摘
が
見
ら
れ
る
。

（
26
）
森
正
人
校
注
『
今
昔
物
語
集
・
五
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
三
七
、
岩

波
書
店
、
一
九
九
六
年
）

（
27
）
増
尾
伸
一
郎
「〈
葛
の
葉
〉
の
影　

狐
の
異
類
婚
と
子
別
れ
」（『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
六
九
巻
一
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）

（
28
）
陳
明
姿
「『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
狐
説
話
と
中
国
文
学
」（『
台
大
日

本
語
文
研
究
』
第
一
八
期
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
）

（
29
）『
太
平
広
記
』
巻
第
四
五
一
、
狐
五
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）

（
30
）『
続
修
四
庫
全
書
』
子
部
・
小
説
家
類
（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
〇
二
年
）

（
31
）
写
本
で
は
、
こ
の
文
字
の
左
の
部
分
は
ギ
ョ
ウ
ニ
ン
ベ
ン
で
書
か
れ
て
い

る
が
、「
獨
」
の
字
の
意
味
と
解
さ
れ
る
。

（
32
）
劉
愛
麗
「『
狐
媚
叢
談
』
研
究
」（
雲
南
大
学
修
士
論
文
、
二
〇
一
二
）
に

言
及
さ
れ
る
。

（
33
）『
狐
媚
叢
談
』
巻
五
「
狐
丹
」、
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

https://w
w

w
.digital.archives.go.jp/

（
34
）『
漢
語
大
字
典
』
巻
一
（
上
海
辞
書
出
版
社
、一
九
八
六
年
）、原
文
は
「
道

家
煉
製
的
所
謂
長
生
不
老
藥
」。
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

（
35
）『
五
雑
組
』
巻
九
・
物
部
一
（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）

（
36
）
前
野
直
彬
訳
『
閲
微
草
堂
筆
記
・
子
不
語
・
述
異
記
・
秋
燈
叢
話
・
諧
鐸
・

耳
食
録
』（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
の
注
釈
に
よ
る
。

（
37
）
李
剣
国
『
中
国
狐
文
化
』（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）

（
38
）『
朱
子
語
類
』
巻
百
二
一
五
「
荘
子
書
」（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）

（
39
）
王
貝
「
中
国
と
日
本
の
変
身
譚
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
考
察
：
狐
、
蛇
、

虎
、
犬
、
亀
を
中
心
に
」（
大
阪
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
40
）
横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
・
九
』（
角
川
書
店
、

一
九
八
一
年
）
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（
41
）
黒
板
勝
美
編
『
吾
妻
鏡
・
前
編
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
三
二
、
国
史
大

系
編
修
会
、
一
九
六
四
年
）

（
42
）
麻
原
美
子
・
北
原
保
雄
編
『
舞
の
本
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
五
九
、

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）

（
43
）
麻
原
美
子
編
前
掲
注
42
資
料
。

（
44
）
延
慶
本
注
釈
の
会
編『
延
慶
本
平
家
物
語
全
注
釈
・
第
二
末（
巻
五
）』「
一
五　

衣
笠
城
合
戦
之
事　

義
明
再
期
」
注
釈
（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
年
）

（
45
）『
耳
食
録
・
三
異
筆
談
』（
重
慶
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）

（
46
）『
太
平
広
記
』
巻
第
四
七
四
、
昆
虫
二
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）

（
47
）『
太
平
広
記
』
巻
三
三
四
、
鬼
十
九
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）

（
48
）『
湖
海
新
聞
夷
堅
続
志
』
後
集
巻
二
、精
怪
門
（
中
華
書
局
、二
〇
一
〇
年
）

（
49
）『
太
平
広
記
』
巻
四
五
八
、
蛇
三
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）

（
50
）『
抱
朴
子
内
篇
校
釈
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）

�

（
ご
・
し
ょ
う
て
い
／
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
）


